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本発表では、英語を母語とする日本語学習者の断りのメール文を分析し、日本語学習

者と日本語母語話者にどのような違いがあるか、母語からの影響が見られるかを明ら

かにすることを目的とする。 

これまでの「断り」の発話行為に関する研究では、アジア圏の日本語学習者を対象と

したものが多く、英語母語話者の日本語学習者を対象としたものは少ない。近年、コ

ミュニケーション手段として電子メールが広く利用されるようになったが、英語母語

話者である日本語学習者の断りのメールに着目した研究は、筆者の知る限り存在しな

い。 

本研究は、国立国語研究所の「多言語母語の日本語学習者横断コーパス（I-JAS）」の

データの中から、日本語母語話者４８名、英語を母語とする日本国外の日本語学習者

２３名、英語母語話者の非日本語学習者１５名の合計８６名を研究対象にし、断りの

メール文における意味公式の使用・内容・言語形式を分析した。 

その結果、日本語学習者と日本語母語話者のメールに現れた言語形式の種類と丁寧度

に違いが見られた。また、母語の影響と考えられる特徴も見られた。例えば、英語母

語話者の日本語学習者と非日本語学習者は【提案】が多かったのに対し、日本語母語

話者のメールでは使用頻度が低かった。一方、英語母語話者の日本語学習者と非日本

語学習者の【思いやり発話】の使用は比較的少ない傾向が見られた。このことから、

日本語学習者の断りのメールは学習者の母語に影響された可能性があることが示され

た。 


